
クレアチニナーゼ（アミドヒドロラーゼ）

Cat. No. CAGZ-0001
Lot. No. (See product label)

はじめに

�明 クレアチニナーゼ（アミドヒドロラーゼ）は、ペプチド結合以外の炭素－窒素結合を加水分解的に
開裂し、クレアチニンをクレアチンへ�換する微生物由来の加水分解酵素である。

用途 生化学研究および酵素法によるクレアチニン分析。

別名 クレアチニナーゼ（クレアチニンアミドヒドロラーゼ；CAH）

製品情報

種 シュードモナス・プチダ

由来 Pseudomonas putida由来の微生物酵素

外� 白色～オフホワイトの固体

形態 固形剤

EC番号 3.5.2.10

CAS登�番号 9025-13-2

分子量 29 kDa（SDS-PAGE）

活性 ≥400 U/mg

等電点 5.3

pH安定性 25℃で16時間後のpH：5.5~10.0

最適pH 7.0～8.0

熱安定性 pH 8.0において、65℃未�で30分間安定。

最適温度 65℃

ミカエリス定数 Km：5.0 × 10⁻² M（クレアチニン）；8.0 × 10⁻² M（クレアチン）

構造 ホモ六量体酵素

特異性 クレアチニン

阻害剤 Hg²⁺、Cu²⁺、Fe³⁺

機能 クレアチニンの加水分解を触媒し、クレアチンを生成する。

溶解度 H₂O：50 mg/mL；超音波処理が必要

基質 クレアチニン

反� クレアチニン + H₂O → クレアチン

備考 クレアチンは、上記の速度論的特性評価条件下において、逆反�の基質としても報告されている。

使い方 生化学的研究および酵素法クレアチニン測定系の開発用。
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使用法とパッケージング

包装 1 KU

調製方法 50 mg/mL未�の濃度で精製水に溶解するか、実施予定の試験に適した緩衝液を使用してください。
50 mg/mLの水溶液を調製する際には、超音波処理が必要となる場合があります。
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